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２０２１年度（令和３年度）学校評価自己評価表  
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大成館中学校区 校番２８ 福山市立神村小学校 
   

 最終更新日 20２1 年（令和 3 年）４月１日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

      日々の授業を中心に、子ども主体の学びを実現し、確かな力を育成する。 

 

児童生徒の現状 

基礎学力の定着及び「読解力」等に課

題がある。 

体力面の課題が改善しつつある。 

長欠児童生徒の削減が課題である。 

あいさつや無言掃除は，小中一貫した

取組の成果が見られる。 

地域との交流により，郷土への愛着

心が高まっている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

○相手意識をもって，自分の言葉で表現する力  

                      ～コミュニケーション能力と思いやり～ 

○自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することができる力 

 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

変化の激しい社会をたくましく生きる子ども 

1 基礎学力を身につけ，自ら学び続ける子 

2 運動・食習慣を身につけ，活力のある生活ができる子 

3 規範意識を身につけ，思いやりのある言動ができる子 

 

中学校区として 
統一した取組等 

1 学力向上…自ら考え学ぶ児童生徒の育成，家庭学習の定着 

2 体力向上…各校独自課題の克服，食育の推進 

3 連携教育…思いやりのある行動，小中歌声交流会等各種学校行事の交流，ふるさと学習の推進 

 

 

現 状 

＜児童＞ 

○自ら考え，表現する・やりきる・関わり合う力は意識できるようになり着実

に高まってきている。 

●決められたことや指示されたことは，きちんとできるようになったが，主体

的な学習や，行動は不十分である。 

 

＜授業＞ 

〇外国語活動では，ＡＬＴと連携し，担任がＴ１となり授業を計画実施し，児

童の学習意欲を高め，英語好きな児童をふやすことができた。 

○縦割り学習のなかで，児童が自分で選び，決める学びに意欲的に取り組んだ。 

●「子ども主体の学び」として，子どもが主体となって選ぶこと，決めること

を増やすことが必要である。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

表現力 課題発見・解決力 主体性・やりきる力 共感力 

めざす 

子ども

像 

低 

相手に応じて，身近なこと

などについて，事柄の順序

を考え話す。大事なことを

落とさないように書く。 

友だちと話し合ったり意

見を聞いたりする中で，

いろいろな考えを知り，

自分なりの考えをもつ。 

・学習することを理解し，興味を

持って積極的に取り組む。 

・自らがやるべきことは，あきら

めずに最後までがんばろうとす

る。 

・友だちの立場や思いを大

切にし，仲良く活動する。 

・友だちの考えをよく聞

き，自分の考えと比べる。 

中 

相手や目的に応じ，考えた

ことや調べたことなどに

ついて，筋道を立てて話

す。自分の考えが相手に伝

わるように理由や事例を

あげて文章を書く。 

自ら課題を見つけ，進ん

で情報を収集し，自分の

知識・技能と結びつけ考

えを出し合いながら問題

解決に取り組む。 

・学習に見通しをもって粘り強

く取り組み，自らの学習活動を

意欲的に進める。 

・自分がやろうと決めた目標に

向かって強い意志をもち，自信

をもってねばり強くやりきる。 

・自他の大切さを認め，相

手の立場に立って考え，協

力し合う。 

・互いの考えを認め合い，

学び合う。 

高 

目的や意図に応じ，考えた

ことや伝えたいことなど

について筋道を立てて的

確に話す。目的や意図に応

じ，考えなどを効果的に，

文章に書く。 

様々な事象を多面的に見

て，解決すべき課題を見

出し，必要な情報を収集・

分析しながら，創造的な

アイデアを出し，解決し

ていく。 

・学習に見通しをもち，既習事項

を活用しながら考えを深め，主

体的に解決しようとする。 

・より高い目標を立て，希望と勇

気をもち，困難があってもくじ

けず努力してやりきる。 

・友だちの良さや互いの違

いを尊重し合い，積極的に

集団や人に関わる。 

・互いの考えから学び合

い，考えを広げたり深めた

りする。 
   

研究 
主題・ 

内容等 
自分で選ぶ，自分で決める 子ども主体の学び 

めざす授業の姿 
自分で選ぶ，自分で決めるなかで，知的好奇心・意欲を高め，学び続ける児童 

を育てる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
GIGA スクール構想を活用し，子どもが主体的

に学ぶ授業改善を更に進めてほしい。 

児童生徒が安心して過ごせ「学校が楽しい」と

感じる子どもを増やしてほしい。 

長期欠席・不登校児童生徒減に向け，一人ひと

りの状況把握や個に合わせた指導を充実させて

ほしい。 
保護者，地域とコミュニケーションをしっかり
取り，児童生徒が安心・安全に過ごせる学校を創
ってほしい。 

 

ミッション 

心豊かに自立・貢献・感謝する児童を育成し，保護者・地域から信頼され，共

に歩む学校 

 
学校教育目標 

心豊かに自立・貢献・感謝する児童の育成 

～自ら考え，表現する・やりきる・関わり合う神村っ子の育成～ 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期 
経営目標 

重 
点 

分 
類 

短期 
経営目標 

目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（子ど

も主体の

学びの推

進） ★ 

見

直

し 

３つのＭ「自
ら考え，表現
する・やりき
る・関わり合
う」の推進 

・児童の自己評価の
継続と課題に係
る改善 

 
 
・PDCAによる一
人一プロジェク
トの推進 

・３つのＭにおけ
る児童の行動
化に係る肯定
的評価 
85％以上 

・プロジェクトの
目標に対する 
職員評価 
８０％以上 

 

  

  

   

 

主体的・対話
的で深い学
びのある授
業づくり 

・タブレットを活
用した学びづく
り 

・自分で選ぶ，自分
で決める学びづ
くり  

・タブレットを活
用した授業づく
りができる教師
の割合 
９5％以上 

・自分で選ぶ，自分
で決める学びが
できている児童
の割合 
８０％以上 

 

  

  

   

 

１ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（主体

的規範意

識の向上） 

 

見

直

し 

日常生活に
おいて課題
を発見し解
決する・やり
きる・関わり
合うことを
習慣化まで
向上 

・児童会・委員会・
登校班等による，
主体的挨拶の実
行 

・挨拶レベル４以
上の児童 
8５％以上 

 

  

  

   

 

・学校内の日常的環
境美化 

・無言掃除・黙想
に係る児童評
価85％以上 

 

  

  

   

 

１ 

自ら考え，

表現する，

やりきる，

関わり合

う児童の

育成（主体

的健康の

増進・体力

の向上） 

 
継

続 

健康の増進，
体力の向上
の大切さを
理解し，基本
的生活習慣・
運動習慣に
おける主体
性の向上 

・委員会活動，保健・
衛生に係る学習，
食育指導の実施 

・残菜１人当たり
5g以下 

 

  

  

   

 

・委員会活動による
「体育の日」等の
充実 

・体力テストの分析
考察による日常
の取組の充実 

・「1日1度は外遊
びをする」児童 
90%以上 

・新体力テスト結
果県平均を上回
る種目 
68/96以上 

 

  

  

   

 

福山市立神村小学校 
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１ 

特別な配

慮を必要

とする児

童への支

援の充実 

★ 

見

直

し 

児童の特性
に応じた授
業づくり・支
援による心
の安定 

・ユニバーサルデ
ザインの学校づ
くり 

・ＳＣ，ＳＳＷの効
果的な活用 

・「学校が楽しい」
の児童評価 
90％以上 

・長期欠席者の割
合を全児童の
1％以下 

 

  

  

   

 

１ 

保護者・地

域から信

頼される

学校づく

り 
 

見

直

し 

学校から積極
的な情報発信 

・ＨＰの充実 
・児童作品，ノート
等の表彰掲示 

・「学校の取組満
足度」の保護者
の肯定的評価
が85％以上 

 

  

  

   

 

ＥＳＤ教育の
推進 住み続
けられるまち
づくりを 

・教科横断的神村プ
ログラム（「地域
の人・こと・もの」
から学ぶ）の実施 

・「神村の町が好
き」児童の肯定
的評価 
90％以上 

 

  

  

   

 

働き方改革の
推進 

・業務改善，協働に
よる着実な業務
遂行 

・時間外勤務時間
が月45時間超
の職員 0人 

 

  

  

   

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


